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四
月
一
二
日
投
開
票
の
札
幌
市
長
選
は
、
新
人
五
氏
の

争
い
に
な
り
、
民
主
党
、
維
新
の
党
推
薦
で
元
副
市
長
の

秋
元
克
広
氏
（
五
九
）
が
、
自
民
党
推
薦
で
元
総
務
省
自

治
大
学
校
研
究
部
長
の
本
間
奈
々
氏
（
四
六
）
ら
に
完
勝

し
た
。
今
回
の
統
一
地
方
選
で
政
令
指
定
都
市
で
は
唯
一

の
「
自
民
・
民
主
対
決
型
」
と
し
て
注
目
さ
れ
、
当
初
は

接
戦
も
伝
え
ら
れ
た
が
、一
三
万
票
以
上
の
差
が
付
い
た
。

秋
元
氏
は
民
主
党
・
連
合
と
経
済
人
が
終
盤
に
結
束
し
、

知
名
度
の
高
い
上
田
文
雄
前
市
長
（
六
六
）
の
支
援
を
得

て
無
党
派
層
も
取
り
込
ん
だ
。
一
方
、
本
間
氏
は
自
民
党

内
の
足
並
み
が
最
後
ま
で
そ
ろ
わ
ず
、
四
年
前
に
続
く
再

挑
戦
は
実
ら
な
か
っ
た
。

　

上
田
氏
の
応
援
追
い
風

　

秋
元
氏
の
当
選
確
実
は
予
想
以
上
に
早
か
っ
た
。
投
票

が
締
め
切
ら
れ
た
午
後
八
時
す
ぎ
に
は
報
道
各
社
が
当
確

を
報
じ
、
選
挙
事
務
所
は
喜
び
と
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

　

秋
元
氏
は
「
行
政
経
験
、
安
定
感
に
期
待
を
い
た
だ
い

た
と
思
う
。
加
え
て
、
財
政
運
営
を
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ

し
い
と
言
う
声
が
多
か
っ
た
」
と
勝
因
を
分
析
。
上
田
前

市
長
や
後
援
会
共
同
代
表
の
横
山
清
ア
ー
ク
ス
社
長
ら
が

駆
け
つ
け
、
新
市
長
の
誕
生
を
祝
福
し
た
。

　

昨
年
九
月
に
出
馬
表
明
し
て
以
降
、
各
種
世
論
調
査
で

優
勢
が
伝
え
ら
れ
た
秋
元
氏
だ
が
、
当
初
、
陣
営
の
動
き

は
鈍
か
っ
た
。
民
主
党
札
幌
幹
部
は
「
世
論
調
査
で
い
い

結
果
が
出
る
の
で
、緩
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
」と
振
り
返
る
。

　

秋
元
氏
に
出
馬
要
請
し
た
経
済
人
に
は
、
選
挙
対
策
本

部
長
を
務
め
た
加
藤
欽
也
昭
和
交
通
社
長
ら
、
も
と
も
と

は
自
民
党
を
支
持
し
て
い
た
有
力
者
も
多
い
。
実
動
部
隊

を
担
う
民
主
党
・
連
合
が
表
に
出
る
こ
と
を
嫌
う
空
気
も

あ
っ
た
。

　

民
主
党
市
議
や
道
議
の
政
党
ポ
ス
タ
ー
に
秋
元
氏
の
写

真
を
使
う
こ
と
さ
え
、当
初
は
経
済
人
側
が
難
色
を
示
し
、

有
権
者
の
知
名
度
は
な
か
な
か
高
ま
ら
な
か
っ
た
。結
局
、

民
主
党
が
し
び
れ
を
切
ら
す
形
で
年
明
け
に
秋
元
氏
の
推

薦
の
方
針
を
決
め
、
経
済
人
側
も
受
け
入
れ
た
。

　

秋
元
氏
自
身
は
年
明
け
か
ら
、
同
党
市
議
や
道
議
の
会

合
に
頻
繁
に
出
席
。
民
主
党
・
連
合
が
同
党
支
持
層
を
固

め
た
一
方
、
経
済
人
は
保
守
層
や
公
明
党
対
策
な
ど
を
担

い
、
民
主
党
側
と
の
「
役
割
分
担
」
が
よ
う
や
く
機
能
し

始
め
た
。

　

さ
ら
に
大
き
か
っ
た
の
が
、
三
期
一
二
年
で
の
引
退
を

表
明
し
た
上
田
前
市
長
の
全
面
支
援
だ
。
秋
元
氏
は
市
長

政
策
室
長
な
ど
と
し
て
上
田
市
政
を
中
枢
で
支
え
て
お
り
、

上
田
氏
は
も
と
も
と
秋
元
氏
を
応
援
す
る
考
え
だ
っ
た
。

　

当
初
は
上
田
氏
の
「
民
主
党
・
リ
ベ
ラ
ル
色
」
を
敬
遠

す
る
経
済
人
へ
の
配
慮
も
あ
っ
て
、
表
に
出
る
こ
と
を
避

け
て
い
た
が
、
年
明
け
に
「
札
幌
を
担
え
る
の
は
秋
元
さ

ん
し
か
い
な
い
」
と
秋
元
氏
を
事
実
上
の
後
継
に
指
名
。

告
示
後
は
「
一
二
年
間
あ
り
が
と
う
」
と
書
い
た
た
す
き

を
着
け
、
連
日
の
よ
う
に
秋
元
氏
の
応
援
演
説
に
立
っ

た
。
秋
元
氏
も
上
田
市
政
の
継
承
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ

と
で
、
安
定
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

北
海
道
新
聞
社
の
投
開
票
日
の
出
口
調
査
で
は
、
秋
元

氏
は
民
主
党
支
持
層
の
八
割
以
上
を
固
め
、
無
党
派
層
で

も
本
間
氏
を
上
回
る
約
五
割
を
獲
得
。
公
明
党
支
持
層
で

も
三
割
を
超
え
、
本
間
氏
を
推
薦
し
た
自
民
党
支
持
層
も

三
割
近
く
が
秋
元
氏
に
流
れ
た
。

　

中
で
も
、
完
勝
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
無
党
派
層

の
動
向
だ
。
北
海
道
新
聞
社
が
投
票
日
の
約
一
週
間
前
に

実
施
し
た
世
論
調
査
で
は
、
無
党
派
層
の
秋
元
氏
へ
の
支

持
は
三
割
超
。
秋
元
氏
は
、
選
挙
戦
後
半
で
さ
ら
に
無
党

派
層
の
取
り
込
み
に
成
功
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

選
挙
戦
を
通
じ
、市
職
員
出
身
の
秋
元
氏
に
と
っ
て
は
、

特
に
無
党
派
層
へ
の
知
名
度
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

知
名
度
の
高
い
上
田
氏
が
全
面
支
援
し
た
こ
と
も
、
無
党

派
層
を
取
り
込
む
力
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

共
産
党
は
今
回
、
告
示
後
に
運
動
を
中
止
し
た
二
〇
〇

三
年
六
月
の
再
選
挙
以
来
の
公
認
候
補
を
擁
立
し
た
が
、

出
口
調
査
で
は
同
党
支
持
層
の
四
割
近
く
が
秋
元
氏
に
流

れ
、秋
元
氏
に
と
っ
て
は
大
き
な
不
利
に
な
ら
な
か
っ
た
。

◉
２
０
１
５
統
一
地
方
選
挙

上
田
市
政
継
承
掲
げ
た
秋
元
氏
が
当
選

「
顔
の
見
え
る
市
政
」築
け
る
か
が
課
題
に

小　

倉　
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足
並
み
の
乱
れ
致
命
傷

　

敗
れ
た
本
間
氏
は
、
推
薦
を
受
け
た
自
民
党
内
や
経
済

界
の
足
並
み
の
乱
れ
が
致
命
傷
だ
っ
た
。

　

本
間
氏
は
前
回
二
〇
一
一
年
の
市
長
選
で
も
自
民
党
の

推
薦
を
受
け
た
が
、
三
選
を
目
指
す
上
田
氏
に
約
一
六
万

票
差
で
敗
北
。
早
々
に
再
挑
戦
の
決
意
を
固
め
、
同
党
札

幌
市
支
部
連
合
会
（
札
連
）
の
推
薦
を
目
指
し
た
。

　

本
間
氏
は
札
連
の
推
薦
候
補
選
考
に
臨
ん
だ
も
の
の
、

昨
年
一
月
に
は
経
済
界
有
志
が
当
時
副
市
長
だ
っ
た
秋
元

氏
の
推
薦
を
札
連
に
要
請
。
当
時
札
連
会
長
だ
っ
た
橋
本

聖
子
参
院
議
員
（
比
例
代
表
）
ら
も
、
秋
元
氏
支
持
に
傾

い
た
。

　

そ
こ
へ
町
村
信
孝
前
衆
院
議
長
（
衆
院
道
五
区
）
ら
が

「
上
田
市
長
の
側
近
を
自
民
党
が
擁
立
す
る
の
は
自
殺
行

為
だ
」
と
待
っ
た
を
掛
け
、札
連
は
本
間
氏
推
薦
を
決
定
。

こ
の
選
考
の
混
乱
の
責
任
を
取
る
形
で
、
橋
本
氏
は
会
長

を
辞
任
し
、
経
済
界
の
支
持
も
分
裂
し
た
。

　

町
村
氏
の
働
き
か
け
で
、
経
済
界
を
束
ね
る
札
幌
商
工

会
議
所
の
政
治
団
体
、
札
幌
商
工
連
盟
は
本
間
氏
の
推
薦

を
決
め
た
も
の
の
、
党
内
や
経
済
界
に
は
本
間
氏
の
行
政

手
腕
へ
の
疑
問
や
、
町
村
氏
ら
の
強
引
な
候
補
決
定
へ
の

不
満
が
く
す
ぶ
っ
た
。

　

今
年
二
月
に
は
、
橋
本
氏
が
民
主
党
推
薦
の
秋
元
氏
の

後
援
会
事
務
所
に
、激
励
の
張
り
紙
「
為
（
た
め
）
書
き
」

を
送
っ
た
こ
と
が
判
明
。
橋
本
氏
に
近
い
森
喜
朗
元
首
相

や
溝
手
顕
正
党
参
院
会
長
も
為
書
き
を
秋
元
氏
に
送
り
、

党
内
の
足
並
み
の
乱
れ
は
決
定
的
に
な
っ
た
。

　

ま
た
告
示
前
に
は
、
自
民
党
が
国
政
で
連
立
与
党
を
組

む
公
明
党
が
、
市
長
選
の
自
主
投
票
を
決
定
。
自
民
党
本

部
は
札
幌
市
長
選
を
重
点
選
挙
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
せ

ず
、
不
利
な
情
報
が
流
れ
る
た
び
に
推
薦
候
補
差
し
替
え

論
が
浮
上
し
た
。
こ
う
し
て
、
本
間
氏
は
政
権
与
党
か
ら

推
薦
を
受
け
て
い
る
強
み
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。

　

選
挙
戦
で
は
「
上
田
市
政
か
ら
の
転
換
」
を
訴
え
、
巻

き
返
し
を
図
っ
た
が
、
序
盤
の
も
た
つ
き
の
影
響
は
大
き

く
、
上
田
氏
の
全
面
支
援
を
受
け
た
秋
元
氏
に
逆
に
水
を

あ
け
ら
れ
た
。

　

変
化
よ
り
安
定
を
選
択　

道
都
札
幌
の
課
題

　

開
票
の
結
果
は
、
秋
元
氏
四
五
万
三
四
九
三
票
対
本
間

氏
三
一
万
六
八
二
九
票
で
、
一
三
万
六
六
六
四
票
差
。
双

方
の
陣
営
が
「
想
定
以
上
」
と
驚
く
差
が
つ
い
た
。
投
票

率
は
58
・
75
％
で
、
東
日
本
大
震
災
直
後
だ
っ
た
前
回
を

０
・
21
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
が
、戦
後
四
番
目
の
低
さ
だ
っ

た
。

　

こ
の
結
果
は
、
有
権
者
が
市
職
員
三
五
年
の
経
験
と
上

田
市
長
の
後
継
を
打
ち
出
し
た
秋
元
氏
を
、
積
極
財
政
に

よ
る
市
政
の
転
換
を
訴
え
た
本
間
氏
よ
り
も
支
持
し
た
形

だ
。
札
幌
市
民
が
急
激
な
変
化
よ
り
も
、
市
政
継
承
と
安

定
感
を
支
持
し
た
こ
と
を
物
語
る
。

　

秋
元
氏
は
五
月
二
日
に
新
市
長
に
就
任
し
た
が
、
課
題

は
山
積
し
て
い
る
。
最
も
大
き
い
の
は
、
右
肩
上
が
り
の

成
長
を
続
け
て
き
た
札
幌
が
、
ま
も
な
く
戦
後
初
の
人
口

減
少
局
面
を
迎
え
、
高
齢
化
も
加
速
す
る
こ
と
だ
。

　

秋
元
氏
は
ま
ず
、
肉
付
け
の
補
正
予
算
で
、
観
光
予
算

を
当
初
予
算
か
ら
倍
増
す
る
方
針
。
経
済
活
性
化
や
企
業

誘
致
で
若
者
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
ほ
か
、
保
育
所

の
待
機
児
童
解
消
な
ど
に
力
を
入
れ
る
考
え
だ
。
高
齢
化

対
策
で
は
、
自
立
し
て
生
活
で
き
る
「
健
康
寿
命
」
を
延

ば
す
予
防
医
療
の
推
進
な
ど
を
目
指
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
札
幌
市
内
で
は
老
朽
化
し
た
市
有
施
設
が
一

斉
更
新
の
時
期
を
迎
え
る
。
昨
年
立
候
補
を
表
明
し
た

二
〇
二
六
年
冬
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
実
現
す
れ

ば
、
新
た
な
施
設
整
備
が
必
要
と
な
り
、
財
政
運
営
は
さ

ら
に
厳
し
さ
を
増
す
。

　

ま
た
、
上
田
氏
の
全
面
支
援
や
保
守
分
裂
選
挙
の
影
響

を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。
上
田
市
政
の
単
な
る
継
続
や
、

保
守
陣
営
を
含
め
た
多
方
面
へ
の
配
慮
は
、
あ
い
ま
い
な

「
顔
の
見
え
な
い
市
政
」
に
陥
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
だ
。

　

堅
実
さ
が
持
ち
味
で
、
調
整
型
と
さ
れ
る
秋
元
氏
。
上

田
市
政
で
は
冷
え
込
み
が
ち
だ
っ
た
道
と
の
関
係
強
化
に

向
け
、
冬
季
五
輪
招
致
に
向
け
た
協
議
体
の
設
置
を
呼
び

掛
け
て
お
り
、
初
登
庁
翌
日
の
五
月
八
日
に
は
高
橋
は
る

み
知
事
と
会
談
し
て
、
関
係
改
善
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
同

一
四
日
に
は
安
倍
晋
三
首
相
と
も
会
談
し
、
政
権
与
党
と

の
パ
イ
プ
づ
く
り
に
も
腐
心
し
て
い
る
。

　

全
道
の
人
口
の
三
分
の
一
以
上
が
集
中
す
る
札
幌
市
の

ト
ッ
プ
の
意
向
は
、
北
海
道
全
体
の
動
向
に
も
影
響
を
与

え
る
。
人
口
減
少
で
他
市
町
村
が
疲
弊
す
る
中
、
札
幌
が

果
た
す
役
割
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

　

発
信
力
や
指
導
力
な
ど
を
発
揮
し
、「
顔
の
見
え
る
秋

元
市
政
」
を
実
現
で
き
る
の
か
。
上
田
市
政
が
排
除
を
目

指
し
た
「
役
所
の
論
理
」
が
、
復
活
す
る
こ
と
は
な
い
の

か
。
一
二
年
ぶ
り
に
誕
生
し
た
市
職
員
出
身
市
長
の
手
腕

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

＜

お
ぐ
ら　

あ
つ
し
・
北
海
道
新
聞
報
道
セ
ン
タ
ー
記
者＞


